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1・緒

　スギムミルグは戦後の食糧難時期2Q年に亘らて学校給

食に用いられ，r学童の栄養向上に重要な役割を果してき

たが，食糧蛮情の好転に伴い，現在では不キムミルクと

牛乳におきかえている学校が多い。1

　保育所でもその傾向が出てきているユ｝。

　スキムミ ルクは風味，調理の手数などの点で歓迎され

ない面はあるが，1調味の仕方，調理の工夫などによ りこ

れらの不利は，ある程度1軽減されることも知られてい

る2，。

　他方，牛乳よづ遙かに安纐であり，栄養成分表値換ら

みても蛋白質，カルシポム，ビタミンB皿，源として著し

晶　　。

口

くす轍ま焙餌轡動鰍か舳聯され燃
重田ら4，は小中学璽一白269のスキムミル律約半

牢蘭投与し1体重増加1’口角炎などに好影響のある こと

を観察している6 ㌧ ㌧し・

、梯 辮岡麟長・を琳輯Q靴一りが署しく・r

学校や藻育所で給食の質量の低下が憂慮されている折

柄1陳私fミ ノゆの利鰯働霊i見鹸れてもよ）・のでば

ないか と思われる。

たま 捻徽にスキムミノ嘩用いてV1蘇漸と牛

乳を鰍ている保育所と卿が得られ：堺聯
斎幼児の健康，発育の比較を試みた。

H　研究方法

1．研究 対象

　（1）スキムミルク使用の保育所（以下スキ云群と呼称）、

　一東京都品川区の中小工業地区に位置し，昭和48年4

月現在，3～5歳児40名を収容する私立のもので1 終戦

後，スキムミルクが配給されて以来，給食にスキムミ ル

クを一人一日当り15～229使用している。1保育園児はこ

れをよく受容している。

　奄回の対象は，昭和46年4月から49年3月迄の在籍児

118名である（第1表）。

　（2）牛乳使用の保育所（以下牛乳群と呼称〉……同じ品

川区にあり，昭和48年4月現在0．～5歳児63名を収容す

る公立のもので，創立当初（昭和45年9月）より牛乳を

一人一日当り120～150m♂供している。

　今回対象となった者はスキム群と同じ昭和46年4月か

ら49年3月迄に在籍した者112名である。

解と㈱年彫ついては3鯛・婚墨㍗懲
2年間， 48年児につヤ・ては1年問め記録が利用された6

後述の健康診断は48年児についてのみ行われた6い

．対象児の居住環蝿は工場街で，父兄の職業は自営靴

会社員が％を占め，残りは公務員，工員一r大工ジ運転手

などで慶 両群とも近似している。』　1 ∴、 ・鵯＿．＿

　食生活及び食事調査についての詳細は別報で述べる

が，保育所給食の供与栄養童及び一日総摂取栄養量は雨

群間に大差はみられなかうた。』

2・。．蝿状即騨

　身体発育，罹患状態及び健康診師により，』1栄養状態の

良否を評価した。

、（1） 身体発育…・［・両保育園とも全園毘の体重と身長を’
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毎月一回測定している。これに基いて発育を評価した。

　（2）罹患状態……昭和46，47，48年度の出席簿及び保

育日誌から風邪，咳』鼻炎，扁桃腺炎，気管支炎，喘

息，嘔吐，腹痛，下痢，胃炎，腸炎等の罹患回数と欠席

日数とから疾病に対する抵抗力及び回復力を評価した。

　（3）健康診断……昭和48年9月に在籍した3，4，5

歳の園児に対し直接検診により皮膚炎，心及び肺臓部の

疾患、胸部型の異常，腹部触診による異常などの有無を

調べ，健康状態判定の一助とした。検診に参加した児は

両群共に34名である（第1衷）。

第12集

第2表　Kaup指数の平均値

3　歳 4　歳 5　歳

第1表　年度別・性別・年齢別対象児数

男隊馴女馴女
スキム群15、715．815．915．715．316．2

牛乳群15．315．315．615．415．515．3

（名）

スキム群 牛　乳　群

発育及び

罹病状態

を調査し

た対象

更に48年

度の検診

にも参加

した対象

鞭7117［1614・ 1311818『39

苧度1121エ・117139 1・1・2114136

羊度1111171・1『39 161gI12137

男1・812112116・ 鍛221・8164

女12123123158
15117116148

計［3・1441441118 391391341・12

第3表　5歳児の保育年限による体格の比較（スキム

　　群のみ）
　　　　　　　　　　　　（）内対象児数

合

計

馴6『121312・gI61512・

列413r611361216114
計1エ・11512 134151811・134

3年保育　2年保育　1年保育
男（9）！女（16）男（8）！女（5）男（3）1女（・）

　　　体重（kg）21．220．220．920．220．2
平均値
　　　身畏（㎝）116．2113．7113．8111，4111．3

　年間体重（㎏）2．32。42，12．31．5
　の
増加量　身長（¢m）　5，5　5、7　5．1　4．8　4．5

第4表検診結果 （）内対象児数　（％）

肝　臓　の　触　診n

ハ　リ　ソ　ソ　溝

アトビー性皮膚炎
アレルギー性結膜炎

眼下のくまどり

1男誌諾，）脆。雛4）
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0

25

42
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16

32

29

33

20

13

40

皿　結 果

1，身体発育
　（1）体　　重

　昭和46，47，48年度の体題測定値を一括し年齢別，性

別に平均値を示したのが第1図である。

　男児：3歳代では両群とも順調な発育を示し，近似の

上昇カーブを描いている。4歳代の前半ではスキム群が

牛乳群を多少下まわったが，後半にはスキム群の方が牛

乳群を上まわり，5歳代では2群間に差異はみられな

いo

　女児：3歳代では両群間に殆んど差はみられない。4

歳代では牛乳群に多少横ばい状態の期聞はあるが，両群，

殆んど差がないといえる。5歳代では岡群とも順調に発

育しているが，牛乳群の平均値は常にスキム群を凌ぎ，

0．6～L7kgの差を生じている。これは昭和46年度スキ

ム群の5歳児にたまたま小さな子供が多かった為で，そ

の理由は不明である。

　図中に鎖線で書き入れた昭和45年乳幼児身体発育値51

（以下，厚生省値と略称）と比較すると，3歳のスキム，

牛乳両群の男児と5歳のスキム群女児を除いて他は厚生

省値をかなり上まわり，特に5歳のスキム，牛乳両群間

の男児と牛乳群女児では，厚生省値との間に1，5～2．O

kgの開きがみられた。

　（2）身　　長

　体重と同じく年齢別，男女別に平均値を示すと第1図

の様になる。

　男児＝両群とも，どの年齢願においても順調な伸ぴを

示し，3，4歳代では2群間に差異は殆んど認められな
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第1 図

　　　　　　　　　保育所給食に於けるスキムミルクの栄養効果

3，4， 5歳児の年間体重及び身長発育

　　　　　　　　　（騨、1乞，翻脚膿鯉隻鱗値を）

（㎏）

22　

21

20

19

ユ8

17

16

　15

　王4

勇

　　　　　　　　　　一・：シー

　　　　一，・・　　．！
　　．．，・ノ．．！
　　　．！
　．1－

　　　　　　　　暖　　　齢1
　　　　　　　　　，ノ
　　　　　　『ンノ
　ヘ｝一2ク
ン’

　　　　身長
　　　　　　　，’一9

・ル〃づイ
　　　　■－’
　　〆－’

体

　　　　　♂　　　　♂
6一・9’ ■！
　．！
ノ

．！

　　　　　　 ノ

　　　　　　ー皿　　　　ノ
　　，’働鞠》4
　　げ4
　，4
！4

　　　　　。1　　．、ノ
．！

　　　　　　　　　　φ一r．曹■。9●
　　　　　　　　のリロリび
　　　　ノリD曹！　　．ノ
　！一一・の．．1リノ
9・一 　　 ．1　　．ノ
ノ

凋

4’一
9

ノ
～

　　　　■　　。　　　　’　　　’
　　　　　　　　　　　。イ・
　　　　　　　　．1
　　　　　　　1　　　　！●．
　 ．ノ1

（kg）：

22

、21

20

19

18

17

16

　15　，

ユ41

¢
窟

　貰費
　跨

年令

－

女

　　　　　　　　　　一　　　　　　　　げ臼■留〆
　　　　　　　プ　　ー一一り，一　一　　1
　’〆　　　　　　　1，

　　　　．1
　　．1
！

　　　　　　　’　　　　　　♂　　　　　　4
　　　A
のハ

’　　　　　　　．1

　　　。1
　　1／9

　　，！甲

　　1！｝

甲一一一 スキム群

一牛乳群・
一・一 5年厚生雀偵

　　　　身　長

　　　　　、、　岬のニニレ／

　　　瞬・P一’　9！
輯一’ 　噸！
　．／
ノ

体重

　　プー

　がリノ　　　　　　！
　　　　．！
　　！1’

　　　　ノ9．』・’〆

　　！19！D・

　　　　　　　　　　　〃
　　　　　．7
　．、一〆ダ
1，

　　　　　　　　　　　　一♂
　　　　　　　　　　，質’
　　　　　　　　　

ρ『

　　　　　　　　一’　　　　　　　c’　　　　．1
　　　　　イン！●・
　　　　’ニノ
’・・

〆 一
．二

月

118
（伽）

工iσ

10d

、94

456739・1・m2L234島7189・・…2・・234豊 6 7き9ユ・…2・23〕

←＿＿＿3才＿一　一4才一一一一一一シ　ー5才一一一一一レ

118

（卯）

110

1qo

94

7 ・身

　ゾ琴

講・

扁’

一129一



日本総合愛育研究所紀要

い。しかし，5歳代で牛乳群の方がスキム群と約2㎝ひ

き離している。

　又，図中の牛乳群における4歳と5歳の間に2c皿近く

の断層がみられた。これは47年度に入園した3歳児は46

年取び48年度入園者に比べて小さく又， 伸び方も少なか

っ・た切室調奪の時点では彼らはまだ5歳に達せず5歳児

の数値顧彼らの値が倉まれていなカ・った為である．

女児．湧児の搬獅様略年鰯と、、も糊な伸ぴを

示しひる・3・4』獣で繭榊こ開きがみられな
いが，5購代ではスキム群が牛乳群に劣ったのは体重ゐ

場合と同様1昭和46年の5歳児にたまたま小さい子供が

砺てし ・た為である脅・

　（3）体重及び身長の個別増加量

岬破料から体鰍び蝦碑間増加母を個別聯
出して，、ぞの分布をみると第2，3図め様にをる？

　体重＝年間増加量が1．5kg以下だった者は両群とも 3
歳児に多く・スキム群では26％が，本騨で螂郷ご

れ、に属する。又，年間増加がL5kg以下だった者は客年・

齢層とも牛乳群に多く，特に4歳の場合はスキム，牛乳

閥の差ほ危険率2、5％で有意であった。分布の最も多か

っ たの嫉年問増加量1，5～2・9kgの範囲の者で，両群と

も3又，：各年齢層とも過半数がここに集っている。又，

第12集

　これ以上の増加を示した者はスキム群の5歳児に比較的

　多く，20％余りがここに分布している。年間増加量が

　4．5k言以上にのぼる者が両群に数例みられた。

　年聞増加量の平均値をみるとスキム群3歳，工．8㎏，

　4歳；2．1kg，5歳，』 1。8kg，牛乳群，それぞれ1．8kg，

　1・7kg，L8㎏となり厚生省値から求めた増加量とほぽ

　同値を示している。

　身長＝年間の身長増加が4，0cm以下だった者は両群と

　も3歳代には全くみられず，4，5歳児に数％みられ，

　5歳児では幾分スキム群にその比率が高かった。合布の

最も多かったのは年間増加量が5．0～6．9cmの範囲の者

　で，両群とも，1又，． 各年齢層とも半数から％の者がここ

に集中している。年間増加量が7．Ocm以上の者は，各年

齢層，男女を含めてスキム群，4～22％，牛乳群，6～

36％にみられ，3歳代では特に牛乳群にその比率が高か

った。

　し塵し，年間増加量の平均値をみると両群共， 3歳，
F 驚岬’611c皿，5歳・5・7㎝醗省値と瞭あ

　（4）Kaup指数』
　KaUP指数による判定は乳兜から言歳垣迄に適用する

のが普通とされているが，この撒を便虹磯康迄

第2隅へ4月から翌年3月迄の体重増加量の分布

『　　一 10
20－30 40 50

6σ 70 80 90
％100
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13 男
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1才 ズ》扉
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オ’ ｝ スキム群
家
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5 男
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オ 1
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有
暫購 毫

〆

四br1・趣、－“・・一4・4．圃6．・一乳4
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第3図　4月から翌年3月迄の身長増加量の分布
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第4図　KaUP指数の分布

太1）気味3．6％

、正常 45．0％

肥満昔＋
　2．6％

太り

・気味16，0％

　　　　　スキム群　正常　65，5％

やせ　25．9％

栄養不良
　0．9％

肥満
ヰ＋ 5．5％

　　　　　　牛 乳群

．や、 せ、45・o％

割…：　　月巴嶺茜キ・十・・

　太り気味

　正　　常

　や サ

　栄饗不良

・・ aup指数　　20以上

　厚　　　　　　　18．0－19。9

　　　　　1510－17．9

　　　　　13．0一工4．9一

　　　　　ハ　〃　　　 蒐0一珍9一
「　、　

用いると第 2表の様になる。・

1年齢別KaUP 指数の平均値は両群とも正常範囲にあ

るが，幾分スキム群に高い傾向がみられる。

　KaUP指数から中村の報告6〕に従って第4図の脚注の

様に5段階に分けると，r肥満什，＋」の出現年齢は牛乳

群がスキム群より早く，、その比率も牛乳群に多かった。

・岡群の全園児にづいて総平均を比較すると（第4図）ス

キム群は
「正常」』 多いのに対し，牛乳群では少なく，

「肥満」「栄養不良」 の両極端に属するものが多がった。

　（5）・保育年限と体格との関係二

　保育所でスキムミ々ク給食を受けた期間の長さと体露

及び身長発育と g闘係をみるためゼ昭和48年度のスキム

群5歳児を3年保育1 2年保育，1年保育に分けて検討

・した結果を第3表に示した。牛乳群については創立後日

が浅く1 ’3年振育児が少なかったので， この検討は行わ

なかった。　

、表中，体重及び身長の数値は3月の年度末における測

定値で∫・ 僅かずつではあるが男女とも，保育年限の長い

者程大きい。．特に男児の身長に関して嫡3年保育と1年

保育の差は有意水準に近かった。

』又，』体重，身長の年間増加量 （第1表）rも保育年限の

長いほど大きく，男児では3年保育と1年保育との差が

体重5％，身長2，5％の危険率で有意であり，女児では

3年保育と2年保育の身長増加の差が 0、5％で有意であ

づた。

2， 罹病、状 態．、

　4月から斐年3月迄め纂年間を通 して病気欠席の全く

なかった者は各調査年度とも皆無で，全例が何等かの病

欠歴をも6ていたぷ： 』1
』1弔1 ・　11 ”／ 洋

主な疾病は第5図の様で轡この他に砥染性のものて麻

疹，風疹，・耳下腺炎〆水痘）結膜炎，・中耳炎・1外傷など

があげられた 。・ボ ．∵1〔＝∫虫1

鯉．轡纏轡系琳壌欠席寧蓼
　　　　　　　　　O嫡ム群一牛乳群
｝回 5 、　　

平
甥欠■ 3 丹

席B

数日 1

垣 ヂ

＼　、

闘 5
病
欠瑚「 3 吋、

敗
（回） ユ

14・
・「b

年岡

12 ～　、

緯
Io

欠 8
席

日、

6
「ヌ　　ゴ

数
．■

、　［

（日） 3

3オ’ 4才、、5宗 3才 4オ’　5才 3才　4才・、 辱霧

風邪・啄魂．炎 鰍髄・贈支炎・鵬轍｝甑・舩’下痢
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一人当りの年間総欠席日数は両群とも風邪，咳，鼻炎に

よるものが他の疾病に比べて圧倒的に多い。

　又，どの年齢もスキム群の方が牛乳群より総欠席日数

及び病欠回数も多く，特に4歳児の総欠席日数の差は危

険率5％で有意であった。

　一回当りの平均欠席日数は各年齢腰ともスキム群の方

が短かく，これはスキム群における病気回復の早い亦を

わ伺せる。、しかし，この差は有意水準には述しなかった。

3．検診結　果

ると思われるのは肝臓の触診とハリソソ溝である。

　肝臓が一横指以上触れた者は，スキム群，15躍，牛乳

群，27％にみられた。しかし，二横指触れた者でも黄疸

はみられなかった。

　ハリソン溝は牛乳群で40％の者にみられたが，スキム

群には全然みられなかった。

　アトビー性皮膚炎はスキム群に多くみられた。

　又，両群に少数例ではあるが心臓疾患が認められたが，

これはすべて先天的なものであった。

第4表に結果を示した。この中，特に食蛮と関運があ

IV　考 察

　我々は幼動物を用いスキムミルクの栄養学的検討を行

い，スキムミルクを幼動物飼料の蛋白源として用いると

カゼイソを蛋白源とした揚合にくらべ，体重発育ばかり

でなく窒素出納や骨畏，骨中の灰分，ca含量等の点で

もすぐれた成絞を示すことを経験した3レ。

　今回は更に幼児を用い，スキム1ミルクと牛乳との栄養

効果を身体発育，罹病状態，健康診断等の恵から，比較

した。

　3，4，5歳児のスキム群と牛乳群の発育には殆んど

差異は認められず，又，KaUP指数の平均値も高野等7，

が行っ為昭和39～40年度に愛育病院で出生し，その後，

保健指導部で追跡した幼児のKaUP指数とほば同値で

あった。

　しかし，年闘の体重増加量が4，5kg以上の者が牛乳群

に多かったこと，又，　「肥満什，＋」の出現年齢が牛乳

群に早く，．その比率も牛乳群に高かったこ となど，この

様な著増力聾建康で正常な発育と評価できるかどう力痔こつ

いては疑問がもたれる。

　保育年限が体格に及ぱす影響についてほ，今回牛乳群

と比較することは出来なかったが，保育年隈の畏い者程

体重や身長の伸びが大きかった。これをただちにスキム

ミルク給傘の栄養効果に帰するのは必ずしも適当ではな

いが，少なくともスキムミルク給食を長期に受けた者程，

体重や身長の増加量の多かったことは興味深い察実であ

る。

　罹患状態は病気の種類を問わず，年間総欠席日数，病

欠回数はスキム群に多かった。子供に対する病欠のさせ

方は母親の職業の有無，職種，病気に対する母親の考え

方や保育所の態度などによってかなり相異するものと思

われる。・しかし，一応両群とも仕泰についている母親は

全体の70％前後で，仕蛮の内容もほぽ同じであり，保育

所の受け入れ態勢も母親の判断で登園させた者をそのま

ま引き受けるということで両園とも同じであった。

　これらの数値をもって病気に対する子供の抵抗力や回

復力を云々することには問題があろう。しかし2群間の

総欠席日数及び回数の相異は，アトビー性皮膚炎がスキ

ム群に多くみられたことからも，スキム群にはアレルギ

ー体質の者が多く，その影響によるものではないかと考

える。

　ハリソン藩はスキム群にみられなかったが牛乳群にみ

られた。ハリソン溝はCaの吸収が悪い為に起こる81と

いわれている。Caの吸収利用には紫外線量やビタ ミン

剤投与なども非常に関与するが，これらの点に関しては

両園とも調査当時はビタミン剤は投与しておらず，戸外

で遊ぶ時聞も一日平均2～3時問であり，両群間におけ

るハリソソ溝の差は説腸できない。

　しかしGy6rgygl，Fomonlol・Meyer乳1D，Widdowson12レ

らはCaの利用について次の様に報告している。即ち，

牛乳脂肪中のバルミチン酸はグリセロールの1又は・3－

positionに結合しており，これは腸管内で不溶性のCa

塩を形成して排泄され，脂肪やCaの損失を招く6しかし

これらの報告は何れも月齢の低い乳児を対象にした観察

であり，今回の対象児の様に牛乳やスキムミルクが一日

の食事の少部分を占めるにすぎない場合に，これが直ち

にあてはまるとは言えないかも知れない。しかし，興味

ある問題ではなかろうか。又，肝臓の触診が一横指以上

ふれた者は牛乳群に多かったが，スキムミルクと牛乳に

含まれる脂肪の多寡や日常の食生活とどの程度関係する

ものかは今回の資料だけでは解明出来ないが，長期間に

亘る揚合，摂取する脂肪の種類，含最，ひいては脂肪酸
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の構造がどの程度影響するものかは今後の研究にまたね

ばならない。

　何れにしても発育，罹患やその回復に影響する因子は

多様であり，また別報で詳述する様にスキムミルクと牛

乳は毎日継続使用しているとはいえ給食の一部にすぎ

ず，その量も一日の総蛋白質摂取量の7～19％を供給す

るにすぎないから，早急な結論は慎しまなければならな

い。しかし，少な くとも今回の調査結果から保育所給食

に於けるスキムミルク使用群は牛乳使用群に劣らなかっ

たということが出来る。

V　結 論

　保育所給食の乳給源としてスキムミルクを用いている

施設（スキム群）と牛乳を用いている施設（牛乳群）の

幼児を対象に，その身体発育， 健康状態を比較し，次の

結果を得た。

1）3，4及び5歳児の平均身長及び体垂の発育は何れ

　も順調で，乳の種類に帰因すると思われる差異は認め

　られなかった。

2）KaUP指数は正常範囲に属する者がスキム群，66％，

　牛乳群，45％で，スキム群には「やせ」或いは「肥満」

　に属する者，どちらも牛乳群より低率であった。

3）スキム群の5歳児についてみると，保育年限の長か

　った者程，身長及び体童の発育がまさっていた。

4）病録欠席の回数及び総日数は，スキム群に多かった

　が，一回当りの病欠日数はスキム群の方が短かかった。

5）　牛乳群に多くみられたハリソソ溝はスキム群に全

　くみられず，又，肝臓の一横指以上触れた者も牛乳群

　に多かった。

　調査にあたり，お忙しい中を貴重な時間をさいて御協

力下さいました二葉保育園々長，木村登志子先生，戸越

愛育園々長，住吉玲子先生はじめ諸先生方に深謝いたし

ます。
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